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鴻
巣
市
立
小
・
中
学
校
体
育
施
設

の
利
用
に
関
す
る
条
例

公
共
施
設
の
有
料
化
は
、
受
益

者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
人
と
し
な
い
人

と
の
負
担
の
公
平
性
が
目
的
で
、

市
や
市
の
機
関
が
行
政
目
的
で
使

用
す
る
時
等
、
特
別
な
場
合
を
除

き
該
当
し
ま
す
。（
平
成
二
十
年

四
月
の
利
用
か
ら
適
用
）

鴻
巣
市
公
民
館
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

合
併
に
よ
り
市
内
の
類
似
施
設

に
有
料
、
無
料
の
施
設
が
混
在
し

た
り
、
料
金
に
差
異
が
あ
る
事
か

ら
、
そ
れ
ら
の
均
整
を
計
る
為
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。
各
室
毎
に

一
時
間
当
た
り
の
料
金
設
定
や
、

陶
芸
窯
等
の
設
備
使
用
料
を
定
め

る
も
の
で
す
。（
平
成
十
九
年
十

月
の
利
用
か
ら
適
用
）

高
崎
線
北
鴻
巣
構
内
西
口
自
由
通

路
新
設
工
事
に
関
す
る
基
本
協
定

の
締
結
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
か
ら
準
備
工
事

を
開
始
し
、
概
ね
十
八
ヶ
月
の
期

間
で
完
了
予
定
。
駅
及
び
駅
構
内

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
も

の
で
す
。（
協
定
金
額
は
、
三
億

五
〇
〇
〇
万
円
）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

で
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
七

二
一
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
、
三
二
三
億
五
四
二

一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
、歳
入
で
は
、

使
用
料
及
び
手
数
料
（
公
民
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
・
鴻
巣
駅
東
口
駐
車
場
等
）

五
〇
二
〇
万
五
〇
〇
〇
円
、
国
県

支
出
金
五
三
一
万
六
〇
〇
〇
円
な

ど
で
す
。
歳
出
で
は
、
都
市
計
画

費
と
し
て
鴻
巣
駅
東
口
駐
車
場
に

係
る
管
理
委
託
料
等
四
〇
二
五
万

円
、
教
育
費
と
し
て
中
学
校
二
校

に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
等
一
〇
九

〇
万
円
な
ど
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
老
人
保
険
特
別
会

計
の
補
正
を
行
い
、
五
七
一
三
万

円
を
追
加
し
補
正
後
の
予
算
総
額

は
七
〇
億
六
六
一
三
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

鴻
巣
市
民
プ
ー
ル
の
存
続
を
求

め
る
請
願
書
（
議
請
第
一
号
）
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
の
審
議
で
は
、
一
万
三

〇
〇
〇
名
を
越
え
る
署
名
者
達
の

声
に
耳
を
傾
け
、
夏
休
み
中
の
子

ど
も
達
の
た
め
に
も
存
続
す
べ
き

と
の
意
見
が
出
た
一
方
で
、
毎
年

一
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
る
修
繕

費
、
更
な
る
安
全
性
確
保
の
た
め

の
三
億
二
五
〇
〇
万
円
の
支
出

は
、
現
在
の
財
政
状
況
を
考
え
る

と
妥
当
で
は
な
い
等
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
賛
成
の
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、

不
採
択
で
し
た
。

箕田公民館で和紙はり絵を楽しむサークル「花水木」箕田公民館で和紙はり絵を楽しむサークル「花水木」�箕田公民館で和紙はり絵を楽しむサークル「花水木」

6月定例会6月定例会

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
初
日
に
条
例
案
、
補
正

予
算
案
な
ど
二
二
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
議
員
提

出
議
案
二
件
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
一
件
が
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

行
政
委
員
に
対
す
る
質
問
が
あ
り
、
さ
ら
に
四
日
間
に
わ
た
り
二
一

人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
を
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

な
議
案
の
内
容
内
容�

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
議
の
内
容�

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
議
の
内
容�

条
　
例
　
等

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
議
の
内
容�

平
成
十
九
年
度
補
正
予
算

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
議
の
内
容�

請
　
　
　
願
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財
産
の
取
得
に
つ
い
て
【
可
決
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の

委
託
業
者
の
選
定
方
法
は
何
社
く

ら
い
を
想
定
し
て
い
る
か
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
言
っ

て
専
門
的
な
も
の
を
も
っ
た
事
業

者
に
バ
ス
の
種
類
や
コ
ー
ス
、
ダ

イ
ヤ
を
組
ま
せ
る
な
ど
の
提
案
を

さ
せ
、
一
番
優
れ
た
も
の
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
業
者
に
つ

い
て
は
一
〇
社
程
度
を
考
え
て
い

ま
す
。

平
成
十
九
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
一
号)

【
可

決
】

企
画
費
の
報
償
費
・
吹
上
支

所
周
辺
施
設
整
備
検
討
委
員
会
謝

礼
に
つ
い
て
五
回
と
い
う
根
拠
は
。

現
時
点
で
は
一
回
目
は
業
者

の
提
案
説
明
、
二
回
目
は
職
員
に

よ
る
庁
内
検
討
委
員
会
の
報
告
書

説
明
、
三
回
目
は
検
討
委
員
会
の

意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

様
子
を
見
な
が
ら
四
回
、
五
回
で

委
員
会
の
意
見
書
を
取
り
ま
と
め

た
い
と
い
う
構
想
を
持
っ
て
い
ま

す
。

鴻
巣
市
立
小
・
中
学
校
体
育
施
設

の
利
用
に
関
す
る
条
例
　【
可
決
】

学
校
開
放
の
利
用
状
況
は
。

平
成
十
八
年
度
の
実
績
で
は
、

小
学
校
全
十
九
校
で
体
育
館
十
三

万
八
一
六
七
人
、
校
庭
十
一
万
八

七
七
六
人
、
中
学
校
は
七
校
で
体

育
館
二
万
二
一
九
人
、
校
庭
二
二

三
〇
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が

利
用
す
る
場
合
の
使
用
料
は
。

団
員
や
会
員
の
メ
ン
バ
ー
構

成
に
よ
り
違
い
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）
【
可
決
】

公
民
館
使
用
料
の
内
訳
は
。

中
央
公
民
館
二
〇
万
円
、
あ

た
ご
公
民
館
七
〇
万
円
、
箕
田
公

民
館
七
〇
万
円
、
常
光
公
民
館
五

六
万
三
〇
〇
〇
円
、
笠
原
公
民
館

八
万
八
〇
〇
〇
円
、
田
間
宮
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
八
〇
万
円
、
吹
上

公
民
館
五
〇
万
六
〇
〇
〇
円
と
な

り
ま
す
。

鴻
巣
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

【
可
決
】

都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準

法
に
基
づ
く
地
区
計
画
と
建
築
基

準
法
に
帆
と
づ
く
地
区
計
画
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

地
区
計
画
は
都
市
計
画
法
に

定
め
ら
れ
た
都
市
計
画
の
種
類
の

一
つ
で
す
が
、
今
回
の
改
正
は
建

築
基
準
法
に
基
づ
き
、
条
例
で
地

区
計
画
等
の
内
容
を
制
限
す
る
も

の
で
す
。

鴻
巣
駅
東
口
駐
車
場
条
例【

可
決
】

料
金
設
定
に
つ
い
て
、
公
共

性
の
加
味
や
近
隣
と
の
比
較
に
つ

い
て
。「

最
初
の
一
時
間
を
無
料
に

す
る
」
と
し
た
よ
う
に
公
共
性
や

受
益
者
負
担
の
考
え
方
を
考
慮
し

運
営
性
と
周
辺
駐
車
場
料
金
と
の

比
較
を
し
な
が
ら
の
料
金
設
定
と

い
た
し
ま
し
た
。

鴻
巣
市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
　
　
【
可
決
】

市
長
は
、
特
別
な
理
由
が
あ

る
と
認
め
る
時
は
、
使
用
料
を
減

額
し
、
又
は
免
除
す
る
事
が
で
き

る
と
あ
る
が
特
別
な
理
由
と
は
。

市
や
市
の
機
関
が
行
政
目
的

で
使
用
す
る
時
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
保
育
所
・
小
中
学
校
等
が
本

来
の
目
的
で
使
用
す
る
時
が
該
当

し
ま
す
。

鴻
巣
市
立
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
　
　
　
　
　
　【
可
決
】

鴻
巣
ホ
ー
ム
と
吹
上
ホ
ー
ム

で
、
ピ
ア
ノ
の
使
用
料
に
違
い
が

あ
る
が
そ
の
理
由
は
。

基
本
方
針
と
し
て
、
既
存
の

施
設
で
の
使
用
料
は
改
定
し
な
い

方
向
で
す
。
従
っ
て
、
鴻
巣
ホ
ー

ム
は
新
た
に
一
〇
〇
円
、
吹
上
ホ

ー
ム
は
従
来
の
二
〇
〇
円
で
す
。
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主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
議
の
内
容�

委

員

会

審

議

委

員

会

審

議

の

内

容

内

容

�

委

員

会

審

議

の

内

容

�
政
策
総
務
常
任
委
員
会

丸
岡
　
治
雄

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
議
の
内
容�

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

町
田
　
信

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
議
の
内
容�

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

小
暮
　
　
一

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

主
な
議
案
の
内
容�

委
員
会
審
議
の
内
容�

市
民
環
境
常
任
委
員
会

大
塚
　
佳
之

市内小中学校でスポーツを楽しむ

鴻巣駅東口駐車場

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ ＱＱＡ

Ａ
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